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玉類個々の詳細な計測値は観察表（第4～7表）に譲り淘　ここでは全体的特徴を記す。

勾玉　石屋形2品区砂利層内から　点のみ出土した第纏上根）。石材は非糸魚川産の敢玉藻

輩翠製で∴γ寧に研磨されている。全体的に淡緑色を皇し淘　白色で不透明を部分と緑色で透明感

のある部分が不規則に分布している。頭部は丸　仕上げているが鴇先端部に若干の面を有する。

尾部も丸竃仕上げるが＼先端部のカープの角度が累なり淘　表裏を意識して研磨したと考える。頭

部の乳の蔽径は淘　表裏で異な　片側からの穿孔であることが分かる。

蟹玉　玄室を中心に多数の破片が出土したが淘一部着屋形内からも出土した。このうち完形も

し　は完形に近い　点を園化した第別図…墟～媚）。破片数から勘案するとさらに摘点程度は出

土したと考える。いずれ　銀製で半球状に加工した　のを　つ接合して成形している。上下に直

径。～。mmの乳がある。中空で厚さは。～。mmと非常に薄い。直径から太形拍一朗綾、形抱　の

46）に細分で　る。太形の　のは淘孔周辺が若干面を　つ以外はほぼ球形であ　淘接合部　表面

からほ判別しに蛋いもの滅あ滝。小形のものは孔周辺に比較的明瞭を面もし竃は凹みを有する。

また淘　接合部に　緩い稜をもち厳密な球形とは言い難い。

管玉　約測点以上出土したが淘　このうち蟻点を図化した第凱図－4′触鵬）。碧玉製のものが太

部分であるか㌦頸漑撒粕淵の緋）淘　ガラ菜製綿　の氾）のものも少数認められる。碧玉製管玉は淘義

太径。ノ～。mm、最大厚相。～翻。mmの範疇に太る　のが太部分で鴇　規格性が推測できる。穿孔は

全て片側穿孔であり淘一部の個体には穿孔面の反対側に剥離痕が認められる。両端商には複数回

の研磨痕が確認できるが淘穿孔時に生じたものかほ不明である。また鞠側面を研磨した際の擦痕

も若干認められる。両端面の縁が欠けている　の　あるが淘　その欠損部まで丁寧に研磨されてお

り、製作時に生じた欠損であることが分かる。

塊泊製管玉は2点確認した。いずれ　石屋形南東側の砂利層内から出土している。穿孔は全て

片側穿孔であり淘穿孔商および反対側に穿孔時に生じたと推測できる剥離痕が確認できる。樹貿

硬度の差異のためか淘　碧玉製管玉と比較して乳の直径が太狛　ことが特徴といえる。

ガラス製管玉は、　点園化した。琉泊製管玉同様、石屋形南東側の砂利層内から出土している。

材質はガラス質としているが、不透明で気泡も確認で　ないため、確実な材質同定は今後の課題

としておきたい。ガラス製管玉は他の碧玉製管玉と比較して乳の直径が太き　淘　また碧玉製の塊

璃梨管玉に放して両端面の縁が丸いことが特徴である。

算盤蓋　計射蕪を囲化した第別図…鵬～礪）。算盤王はすべて着屋形内東側の砂利層内から出

土している。水晶製で丁寧に研磨されている。いずれも片面穿孔であり淘　穿孔面および反対側

に剥離痕が認められる。穿孔内面には朱の付着が観察で　る　の　ある。形態的には畑違い　の

（鵬）と淘　いわゆる算盤玉の形態の　の纏～鍼に細分で　る。

切子蓋　計凱蕉出土し淘　その内鴇　完形および完形に近い7鰯を囲化した第別図加齢～／73）。切

子玉は石屋形外の玄室北西部の床面直上から出土しており鴇算盤王とは位置的に対照的な分布を

呈する。いずれ　水晶製で丁寧に研磨されている。表面の擦痕のため不透明な　のが多いが淘透

明度の高い　の　みられる。いずれ　片面穿孔であ　鞠穿孔商および反対側に剥離商が多数認め

られる。形態的に球形に近い　の纏　の軸）と海綿養い　の纏～関）に分けられる。細長い　のは、

義太径からさらに細分が可能である。

藻玉　玄室を中心に多数の破片が出土したが淘一部石屋形内からも出土した。このうち完形も

し　は完形に近い　点を囲化した第滋図…開／甑78）。破片数から勘案するとさらに5点程度は出
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士したと考える。埋木製が多数を南めるが淘琉璃製浮射　出土している。琉璃製嚢玉は海　図化し

得た　のは　慮のみであるが淘　俄に　破片が出土している。今後の整理作業が進捗によってさら

に数個体は接合の復元が紺能と思われる。この豪玉は凝太径の部分が殆ど突出せず淘　直方体状の

形態をして折ることが特徴である。一方淘捜木製豪圭は中央部の凝太径を括りことが特徴である。

上芯の面の角度や凝太径の位置淘　断面形などが全等異なりでお　鴻材質に起因して不揃いを製作

上か出来なかノ）だ■二思われ∴こ）

魔羞　丸玉は淘　齢ずれ　土製で約緋慮出土してお　淘　このうち凱蕪を固化した　第訴因…撒～

鵬。太きさば凝太径や～。mm淘凝太摩。～。mmが範疇に太部分が収まる。図佗した　の以外に、

Å匪床面上層の土師器緒第邦囲一瓢内部よ　出土した茄点がある。これは本来戦線で繋がれ

て齢たと推測で　る。丸王の表面は齢ずれ　研磨されて折る。色はす戒等黒色である。製作時に

焼成されたかに㌘遵射ては判断することがで　なかりた。今後の分析課題としてお　た齢。

細萱　白玉は齢ずれ　ガラノ謁製で約摘私産が出土し淘　この内海部が軽を囲化したは　ト　Ⅲ糾。

なお淘　白玉ビ小玉の厳密な区別は困難習あるが、本稿晋は王墓融古墳晋の去類の分類基準に準拠

し笹川臓犯淘凝太径伽m以上頂戴太摩。mm以＿ん淘重畳ゆ弛以上を白玉淘　以下を小玉と定義す

ることにする。白玉はいずれ　ガラ薫製で約蟻を点が出土した。これらの大部分の凝太径はみ～

摘。mmと太差はな齢が淘　凝太厚は。～。mmの　のと。mm～。mmの　のとに細分で　る。いずれ

面取　は研磨されて折る。色調はす鴎でコメ射♭　ブルー系であるが淘　濃淡によっておおむね2

種類に分類で　る。しかし淘　先述の最大厚による分類とは対応していを齢。

小量溺　鴻王は約茄点出土した。このうち淘　各色ごとに任意に減点を図化した組は主項酢。

太部分はガラ薫製であるが淘　ル点のみ異なりた形状の太ききの小玉拍臓が出土して折る。この

淘玉は他の　のより　直径が太き　淘　白玉の範疇で捉えた方が良いかもじれを齢。材質は現段階

晋はガ藷菜邑思われるが別の斎相の可能性もある。中心部が灰内包鴻外縁部が痍璃色の2層構造

になりている様に　見えるが淘風化の劣化による　のだ量。材質の製作技法の検討は鴇　今後の

科学分析に委ねた齢。

ガラス製小玉は透明度の高い緑音色野点、エメラルドグリーンが蟻点鴇　明黄色鮎点海　相瑠璃

色5慮淘橙色2点と非常にプ　ラJLティーに富んで折る。太きさば頂戴太径3～4mm、凝太厚は2

～凱淵の範疇に太部分が収まる。むしろ、端商の角の形態が丸損か比較的角度を措つかで分類で

そ　である。この遠齢はすなわち製作技法の遠いとなると考える。気泡が観察で　る個体　あ

淘　詳細を検討は全個体の図化や観察作業が終了した段階で提示することにしたい。

第5節　ま歴め

土師器に竃齢ぞ　古墳時代中期には同じ器形の土器海将に高塚を土壌や古墳にまとめて廃棄す

る行為が関東から九州までの広い範囲でみられる　辻摘鱒。各地域で高塚の形態は異なるが淘　共

通する祭祀が広域で行われていた可能性があるが淘　菊塚古墳が築造される時期には土師器の土器

組成全体に占める高塚の割合は急激に減少する。また淘横穴式石室での出土例が多く淘　日常容器

よりむしろ葬送を含めた祭祀用具としての様欄が強くなるが淘畿内の古墳時代後期では太阪府河

内愛宕塚古墳で6慮淘奈良県平林古墳で6点滴奈良県藤ノ木古墳で5点みられる程度で菊塚古墳

のように太量に副葬される例は少数である。また、それらの古墳ごとに師部および脚部の形態0
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製作技法は多様であ　淘須恵器の豊　に同地域で規格の似通った高塚が出土しないことから、土

師器が在地生産であることが予想される。菊塚古墳で出土した高塚は淘調整方法や胎土が類似し

ている上、棒部の脚部の内外商には同様の灰色付着物が確認できる愚などを勘案すると、同一地

域で生産されたと考えられる。舞部の形態、棒部と脚部の接合方法など製作技法の違いが初葬と

追葬の時期差を考える要素になる可能性　否定で　ないが淘それらからの判断は難しい。また、

、

A類が7点中　点右袖付近から出土している。層位的には床面直上と床面上層両濱瀞ち出土七号

いる個体が多い。右袖付近では、B類の高塚は右袖付近から　点じか出土していないが淘右袖の

壁際でÅ類の土師器と重な　合　状況の中で下層から出土している。このことから、B類はA類

と同時期淘　もし　は若干古い時期の可能性がある。土師器が横転し淘重なり合う状況から片柳ナ

行為によるものとも想定できるが淘体部より上部を東　棟瓶髄）と同じ場所で出土していること

から鴻剛寺期に片柳すられたのだろう。型式や接合技法からの判断は香川県での編年が組まれて

おらず困難であるが、出土位置からほ土師器の先後関係が多少なりとも把握できると考える。

また淘土師器の緒が床面上層から出土し渦中には土製丸王が茄点太りていた。土師器とい　枠

組みの中での祭祀としてほ興味深い資料である。

菊塚古墳に前出すると想定される王墓山古墳では土師器は壷が2点のみの出土であり淘高杯の

大義副葬はこの地域で　菊塚古墳が特異な様相といえる。

須恵器につ転ぞ　壷紹6）の拍緋は鴇他の器種よ　型式的に新し、出土位置が原位置を保って

いると考えられる杯付近で底部の破片が集中して出土していることから淘初葬ではな　淘追葬時

期の副葬品と考えられる。また壷（25）の（27）は、玄室床面軋Eの右袖付近で土師器とともに横転

している状態で出土し淘床面上層でも複数の破片がみられることから淘初葬に伴う遺物で追葬に

伴う片柳ナ行為淘　もしくは後世の撹乱により出土したと考えられる。姐は文様を施さず描線部が

内考する　のと頚部に文様を施し外旗するものの2種類がみられ、賓は頚部の形態や色調、調整

方法などから（27）の（28）の（29）の（3の）の　分類で凱同様に横瓶も　分類みられる。このように

杯身凋蓋と同様に細分することができ淘古墳の構築時期および追葬時期を検討する要素となる。

奴は頚部の体部の形状や文様からTK摘型式併行期の範囲淘婆　頚部の変化からTK摘～MT妬型

式併行期の範囲と想定され淘横瓶がTK摘型式には出現しTK謝型式には消滅することを考える

と淘平成摘年度の報告書では須恵器棒および高塚からMT振～TK職型式併行期の中で菊塚古墳

の時期を捉えていたが淘　昨年度報告書で検討した。

－．h－　－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　一

土しており淘東側が頭部であった可能性が高い。このことは王類も同様の分布傾向を示すことか

らも首肯できる。石屋形内の玉砂利は水平堆積をしていないこと淘均一に分布していないことか

らかつて床面としてほ機能していないと考えていたが海道翻鵬）、再考する必要がある。また、

石屋形内だけで複数回、追葬が行われた可能性　考慮しなければならない。一方淘（罰主（34）の

出土状況も葬送儀礼の復元に有効である（第測図⑳部分）。出土須恵器のあり方も勘案すれば璃　こ

の周辺の遺物は追葬時の状況を採りていた可能性が高い。玄室部の柁体配置を考えた時、耳鐙の

太っていた須恵器が枕となっていた可能性　ある。

須恵器転用枕の出土例は岡山県北部から山陰地方にかけて散見される。この地域では古墳時代

中期未頃（TK47型式期）から出現し、後期前葉（MT15～TK鼠の型式期）まで存続すると考えられて
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第35図　王墓山古墳石室内須恵器転用枕推定図（松本ほか1983に加筆）

いる　豊島郡の緋。菊塚古墳の追葬時に採用されたとい　ことは淘香川では淘　存続年代　若干下る

と言える。また豊島氏は淘　葬送儀礼の根本に関しては保守性を発捧し淘　須恵器転用枕とい　形

で枕の使用を継続させた比して折る。菊塚古墳に先行する王墓山古墳の迫葬について淘　同様の

視点で遺物の出土状況を見てみると淘　須恵器転用枕の可能性が高い須恵器がある　第詣囲矢印部

分）。図上による検討だけで安易に結びつけるのは慎むべきであるが鴇　今後鴇　綱国鳥の他の類例

集成し淘　再度葬送時における舵機用について考えてみたい。

玉類は石屋形内海　玄室内と　に分布している。層位的にも床面上層から床面直上まで出土して

おり淘　平面的な分布の検討から柁体配置が復元できる可能性がある。諸鐙の浪士状況と　併せて

考えてみる必要がある。玉類の出土位置は淘　石屋形内が東側淘　玄室内では石室中軸よりも南側か

ら多　出土している。今回の報告は、整理が完了した一部のみの掲載のため淘　出土位置の検討ま

でほ出来なかった。さらに整理の検討作業を進め淘　すべての王類の出土状況を把握した上、他の

遺物の出土状況と　併せて、棺体配置などの検討を行ってい　たい。
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付章2　菊塚古墳の石屋形に用いられた石材

遠藤　亮

第1節はじめに

古墳時代後期、6世紀中頃に築造されたと

推定される菊塚古墳は、善通寺市善通寺町有

同地区に位置している。菊塚古墳玄室の整備

調査が、善通寺市教育委員会によって平成15

年から16年にかけて行われた。

調査に伴い検出した石屋形に用いられた板

石を初見した時、善通寺町尾崎の王墓山古墳

の玄室から出土したものと同質の岩石と直感

した。

石屋形は両袖式横穴石室の奥壁側に据え

られていて、この形式は熊本県の肥後地方を

中心に分布した古代葬送と関連したものであ

る。このことから石屋形の存在は、菊塚古墳

の性格を考える上で大きな意味を持つものと

いえよう。

石屋形板石の石材の種類は、火山活動に伴

う砕屑岩の中では含有する角礫の規模から火

山礫凝灰岩に属するものである。しかし、さ

ぬき市付近に分布する酸性の白色凝灰岩と 第36回　玄室内の石屋形

も、土庄町で採石される塩基性の黒色凝灰岩

である豊島石とも岩質が異なっていた。

王墓山古墳や菊塚古墳の石屋形の石材を選択した古代人は、この岩石に何の関心と拘りをもち、

またどこから入手したのであろうか。小塙では岩質の検討を通じて採石地の比定を試みてみたい。

第2節石屋形について

【石屋形の構成】石屋形は古墳時代の横穴式石室（玄室）内の奥壁面や側壁面に、添うように設置

されている埋葬施設の一形態と考えられる。基本的に第37図のような部分で構成されている。す

なわち、奥石と左右の側石、前石の袖石・梶石を組み合わせ、その上に屋根石を乗せるのが通有

である。正面方向から各部の形態を上部・下部の形態ごとに分けると療37図のようになる。

横穴式石室の奥壁に接して据えられている菊塚古墳の石屋形は、下部は袖石と梶石で構成され

ている。屋根部は既に崩壊し不明であるが、残された転落石などから板状であったと推測される。
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第37図　石屋形各部の名称

善通寺市教育委員会発行の『埋蔵文化財発掘調査報告書8』から石屋形の規模を計測値でみる

と、左側壁は残っているが右側壁は上部を欠損している。完存している左側壁は床面からの高さ

は激m淘上面での長さ蓬蟻cm鴻　幅摘～摘cmを測る。2樹を組み合わせて構成されている奥壁上商は

そのほとんどが欠損して射て淘残存部分での床面からの高さほほ艶Ⅲ、幅は蟻cmを測る。石屋形

袖石は梶石を挟むように2個の飯石からなる。本来は石屋形の屋根石に達していたと推察される

袖石は下側　分の　ほど残し欠損して折るが淘右側袖石の長さほ約盟cm、幅臓cmを測、左側袖

石は長さ約鋸cm鴻　幅約摘cmである。軽石は床面からの高さ約野cm淘長さ約犯cm、幅摘cmを測る。

底石は　枚の夜着からなる　海連の渡連はか翻鵬）。

石屋形は古墳時代の横穴式石室に家形石棺を持ち込んだものを祖形とし∴存棺の平人面に械調

を　㌘∋ことから始まったと糾われている。誓増、石屋形とい　新たな閏勘を取　込むことで淘

従来の家形石棺に横田を付けた淘　いわゆる　開かれた棺が登場したことによ　淘石室（玄室）内に

遺体を安置する新たな「棺」空間が設けられたのである蔵冨士相野）。

、　　　　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　－　　　　　一

域と白川流域に集中して設けられ両地域内に磯例以上が分布している。

肥後地方の石屋形をもり横穴式石室の内部は、赤の音の線も異色などの原色を用いた幾何学模

様や葬送に関する絵画などによって覆われている場合を多く見掛ける。その華麗さばそこに納め

られた地方の首長の権威を象徴したものとも、死後からの再生を願う表れとも解されるものであ

る。このような絢爛豪華その　のの模様や絵画の石室の中に、石屋形が融合しているよ　に納め

られている、、

一一　　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　‥　一

上流の中流および支流地域と宇土半島地域は「凝灰岩」（阿蘇系の潜結凝灰岩）を健用するのが適

例のようである。そして白川水域の熊本平野（西部の東南部）は安山岩淘熊本県南部の八代地方

は砂岩沌使用するというよ　に地域性が見られる古城摘妬。各地域と　古墳が位置する近辺
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に分布する岩石を用齢で射る。

熊本県の肥後地域では淘　倣妃中頃を墳とし

等石屋形は地域的な拡散が見られ淘　その様式や

形式商督菊地川流域と由用水系の商機魔瀾互潤

を中心に交流が活発になった芸とが推測されて

折る　古城摘鮎。

この交流期と菊塚古墳が築遺され石屋形を導

嵐した時期がほぼ重なりて　るのほ淘　偶然的な

度数事象である　か。王墓鉦お壇が　世紀前半淘

菊塚古墳が射摘中頃の築造とされて折ること

と　関連して興味があるところである。帝に菊

塚古墳の着室構造翻うち袖部の着樹が遜鷹着

彿
再由石および柱石　　　　　　　」柱石のみで袖石がない

第38図　石屋形各部の形態

去　来的　こと淘袖部の石が内側にせ鋸報じて

折る芸と淘　羨道の幅が狭齢ことなどの特徴は淘　いずれ　九州系横穴式石室の特色とされて折る。

石屋形の存在とと机二九州地方との関連性が間道になりて　るのである。

菊塚古墳や王墓山古墳の石室の内部は淘積み上げちれた灰色や黒色の餞馴跳報豹凱鵬割が蓬体

で構築されて折る。菊塚古墳では淘他に凝底角礫岩を2着と閃緑岩貿花崗岩を　石使用して折る。

芸が岩翻　硬度が高　堅固な石樹であるが淘灰色と黒色の暗色のためか石室内部の暗齢環境を強

調して折る豊　である。

このような内部状況の中で淘遺体を覆う石屋形は注目される存在である。それは石屋形の石樹

が　つ白色に近齢明度の高齢鬼L磯凝灰岩の存在である。この色調は淘粛室内既用言さの中で特別

な意義を強調して折るかの豊　である。芸の鬼上磯凝灰岩は白色に近齢色彩と藍　に淘含有して

射る角礫は温ノ～2mmが粒揃齢で凝縮し淘緻密な結晶で注目される　のである。この岩石は香川県

辛での分布は少な　淘存在を確認するにはダゝ範囲の限窺地域を精細に調査する必要がある。

第詔節萄腰形覇樹の岩質

本節では岩質の検討を行うが淘　その前に用語の定義を整理してお環。

鬼LLj角礫凝灰岩：思mm以下のシル障泥）かガラ濃質の基質に淘　2～私闘の細粒の火山礫岩を多

畑計紅鬼山砕層岩。

凝底角礫岩：mm以下のジル障泥かガラス鴛の基質に淘火山礫凝灰岩よ　粒径が太的包

中粧粒径複～糾mmの鬼山礫岩を含む束注砕層岩。

基　　　　　質　凝灰岩や砂岩など淘太　な粒子角礫沌その拉間を埋める、さな粒子からな

る時淘　小さな粒子の組織を基質と齢。粒子はシル障泥か淘　溶緒が進んだ

ガラ濃質の場合が多齢。

層　　　　　理　堆積過程での粒子の愛機などによりて生じる戌層構造である。地層となる堆

積物が休止期間をはさんで断続的に定着するため形成された層状が、粒度や

構成粒子の急変で嘉される。

菊塚古墳に納められている石屋形の石樹である夜着は淘　以‾あの豊　を特徴を　っている。
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①色調は全体に灰由色をした凝或岩で淘　造岩時に熱

水による影響で酸性機を受けたと推測される。

②火山活動に伴う火山砕層岩の中ぞ淘　合着きれる曳

山礫の粒径が2～　mmである　のは淘　鬼旺礫凝灰

岩に分類される。石屋形の石樹誉ある火山礫凝灰

岩に蔑まれる火山礫の粒径は　～　mmを主として

折る。石質は讃岐岩質安臥j岩灰白色纏主体とし

て淘　僅かに長石e石英を含む。

③讃岐質安山岩の角礫の間を埋める基質部分が少な

環海　火山灰質や潜結性ガラ菜部分の発達が僅かで
第39図　粒径による火山砕眉岩の分軌Fis［1er1966より．、．）

ある。香川県‾斬掛鬼鉦轍矧嵐灰岩の基質部分は淘

東山活動で排出された火山灰や礫などが熱水などの加熱を受けガラス化され潜結状態になっ

ている場合が多齢。しかし淘　菊塚の板状石の火山礫凝灰岩は基質部分が少なく洛緒が僅かで

ある。その理由として－一次段階の火山活動で粉砕された安山岩の細粒が淘　二次的段階で一定

地域に流太堆積し領　地圧などによりで集結凝固したと推測で　る。

④風化による酸化現象で淘　岩石の表面が銑錆色や「橙色」に染まる場合がある。

第40図　石材採石推定地周辺分布図
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第4節　採石地の推定

菊塚古墳石屋形の石材は、

①包含する火山礫は讃岐岩質安山岩を主としている。

（参粒径が1－3mmの細粒が集結した凝灰岩である。

（彰基質部分が僅かである。

という特徴を有する火山礫凝灰岩であり、極めて限られた地域での分布が予測できる。王墓山

古墳と菊塚古墳という近接した2箇所のみで使用されているという条件を踏まえ、本節では採石

地域の推定作業を行う。香川県地質囲（斉藤1962）からの讃岐質安山岩を含む凝灰岩の分布地域の

選出と現地の踏査調査によって選定したのが、我拝師山・中山北部地域、中山南東部地域、大麻

山北西部地域の3地域である（第40図）。以下、順に詳細を記述する。

［我拝師山・中山北部地域］

四国遍路73番札所出釈迦寺から南西方向へ急傾斜の参道を約1km登る我拝師山北側中腹に奥の

院禅定寺がある。寺直下の標高約300mの谷部付近に凝灰角礫岩の露頭が続く。この岩石の基質

は灰色シルトがガラス化したもので、そこに灰色と一部黒色の讃岐質安山岩の角礫が多量（60％

以上）混入したものである。火山礫の大きさは中粒（4～64mm）であるが、僅かに10－20cmの岩礫

が混じっている。讃岐質安山岩は付近の弥谷山周辺に分布する岩質に類似するものである。

凝灰角礫岩に比べ僅かであるが、火山礫凝灰岩も存在する。灰色・白色の安山岩と軽石の火山

礫が集積した火山礫凝灰岩で、礫の間を埋める基質の充填部は少なく菊塚古墳の板石に共通して

いる。しかし、基質部分が橙色に酸化している特徴はこの地域のほうが顕著である。

［中山南東部地域］

禅定寺の山門を出ると直ぐに中山（標高439m）への山稜鞍部があり、そこから南西方向に中山

の中腹を廻り込むように下る小道が続く。約300m程下ると道脇に層状に堆積した凝灰岩の露頭

が連なる地点に行き着く。堆積層は露出部分だけでも10層以上確認でき、堆積層の厚さは約30－

60cmである（第41図）。

石質は火山砕屑岩に属し、凝灰角礫岩の層と火山礫凝灰岩が層理を形成している。火山礫凝灰

岩は、灰白色（一部黒色）を主とした讃岐石質安山岩の火山礫（粒径1～3mm）が主体をなしている。

基質部分の発達はほとんど見られず、細粒礫が集合した菊塚古墳の石屋形石材に共通するところ

が多い。ただ礫の大きさは約10mmのものが混じる層があり、菊塚のように粒径が整ったものとは

いえない（第43図）。

［大麻山北西部地域］＜瓦谷川の谷頭部＞

大麻山（標高616．3m）山頂から北西部方向

1km付近に谷頭をもつ瓦谷川が下っている。

細形銅剣や平形銅剣などの出土で知られる

瓦谷川の谷地形を遡ると、中流付近から上流

にかけ所々に火山礫凝灰岩の白い石片を見つ

けることができる。その谷頭付近（標高約340

m）を中心に火山礫凝灰岩の分布跡を示す石

塊や白い崩壊土の堆積が見られるが、河川侵 第41図　中山南東部の凝灰岩堆積層の露頭
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食によって凝灰岩の堆積層を特定することは

困難である（第42図）。

この瓦谷川谷頭地域の火山礫凝灰岩は、

灰白色（一部黒色）を主とした讃岐岩質安山岩

と僅かに花崗岩の角礫を包合している。火山

礫の粒径は1－4mmで粒子の規模は揃ってい

る。

このように火山礫の規模（粒径）が揃ってい

ること、基質部分が少ないこと、部分的に鉄

錆色の酸化が見られることなどから、菊壕の 第42回　瓦谷川の石塊や白い崩落土

板石と共通していることが多い。さらに微細

粧0．2－0．3mmの黒色讃岐岩（サヌカイト）が混入しているのも同じである。ただし瓦谷では、基質

部分の溶結化が僅かに見られる。

第5節石材産地の比定

石屋形石材の火山礫凝灰岩の所在を踏査によって、以上の3地域を石材産地と推定した。その

観察結果をまとめたものが第8表である。

次に菊塚古墳の石材と採石対象地に仮定した3地域の岩種・石質を、次の4項目で対比する。

【火山礫凝灰岩の分布地域】石屋形の石材は火山砕屑岩のなかでも、包含する角礫の粒径が1－

3mmであることから「火山礫凝灰岩」に分類できる（第39図）。この岩石については調査対象（採石

仮定）の3地域とも、その存在が認められる。しかし、我拝師山・中山北部地域と大麻山北西部

については分布の絶対量が少なく、現在その堆積層を確認することはできず、谷筋などで火山礫

凝灰岩の岩礫を散見できるに過ぎなかった。しかし、板石を採石したのが約1400年前の古墳時代

後期であるという歴史的経過を考慮すると、凝灰岩の堆積層が自然侵食により崩壊したことが考

第8表　地域別火山礫凝灰岩

地域

畢徴
菊塚古墳石屋形 我拝師山・中山北部 中山南東部

大麻山北西部

（瓦谷川谷頭地域）

火山砕屑岩の種類

火山礫凝灰岩 凝灰角礫岩が大部分

火山礫凝灰岩は少ない

火山礫凝灰岩と凝灰角

礫岩の堆積層が層理を

形成

火山礫凝灰岩

包含火山礫
讃岐質安山岩と一部軽 讃岐質安山岩と一部角 讃岐質安山岩 讃岐質安山岩と一部花

石 閃安山岩、軽石 崗岩

粒径 ・粒子の状態

1 ～3 mm 1 －10mm 1 ～10mm 1 －4 mm
粒子が揃っている 粒子がやや不揃い 粒子が不揃い（層理に

よって違いがある）

粒子が揃っている

基質部

礫間の充填部は少ない 礫間の充填部は少ない 礫間の充填部は少ない 礫間の充填部が僅かに

ガラス質の溶結部分が

僅か

溶結性は少ない 溶結性は少ない みられる
溶結部分は僅か

風化の影響（酸化状況）
一部に錆色が染み状に 全体に橙色（錆色）に染 一部に橙色（錆色）の染 一部に茶色の染みが出

出る まる みが出る る
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えられる。

監包含する火山礫選　菊塚古墳の石材は言賛岐岩質安山岩の細粒を主とした火山礫を含んだ凝灰岩

である。この石質は3地域とも共通している。またの92m以下の「讃岐岩」（サヌカイト）特有の黒

色微細粒を僅かに含んでいること　石材の特徴を表していて淘　この点も　地域で認めることがで

きた。角礫の規模（太きさ）とその包含状況は、菊壕の場合は粒径が　～　mmの礫で太、のばらつ

は少な頼第胡図）。中山南東部は淘粒径　～摘mmで粒子のばらつ　がある。しかし、この地域

は凝灰岩層が摘層以上の層理をなしてお　淘火山礫凝灰岩の数層総ての調査は出来ていない。他

の2地域は菊壕の石材と類似している。

基質部分の少なの凝灰岩　菊塚古墳の着屋形の石材を特徴づける凝　注　で　ることは淘粒径

が揃った灰の白の黒色の火山礫が緻密に凝縮した状態で構成されていて淘礫間の基質部分が僅か

なことである。ただし2。5倍以上に拡太した場合には、僅かであるが潜結したガラ刻太部分が見

られることがある（第4別邸。この特徴は　地域と　共通しているが淘瓦谷川地域の場合は基質部

に少し洛結部分が残る場合がある。このよ　に礫間の充填部が見られない凝灰岩は、香川県下で

は類例が少ない

風纏による部分的な変色　菊塚古墳の石屋形の表面には淘銑錆色の着色が部分的に残っている。

同様の着色は鞠火山礫凝灰岩分布地の岩石中に橙色や銑錆色に着色している箇所が見られる。こ

のことは、岩石が含む鉄分の酸化現象である爾摘性が高　石屋形の石材を決める一要素と考えて

いる　第職図）。

以上のように菊壕の石屋形の石材と3地域の火山礫凝灰岩には共通する要素が多く∴古墳築造

に際L等、これらの地域の中から採石された可能性が高い。特に現在も火山礫凝灰岩の堆積層が

露出している中山南東部は淘注　す現　地域であろ。それは幅渕cmから緋cmとい　層理に沿っ

た採石が可能とい　判断による　のである。約摘0年に遡る歴史的経過による地形の変化の変遷

を考えると安易な即断は慎む戒　だが淘今後の調査研究を進めてい　上での間道提起としたい。

くJ　ヽ一・　一㌔t　　・

古墳時代後期の古墳築造に際して、宗教習俗と思われる「着屋形の葬送様式を用いたのは九州

肥後の首長たちであった。6世紀中頃、習俗様式を導入した菊塚古墳に祀られる首長剰司族の進

取な背景に関心が　たれる。

さらに石材の選定に際して　当時淘組合せ石棺などに用いた讃岐岩質安L岩古鋼輝石安山岩）

の夜着でな　淘限られた地域しか分布しない淘特殊と机える「火山礫凝灰岩沌用いたこと　注

目できる。灰白色で細粒の火山礫が密に集結した妄：廉潔さ”さえ感じられる、この凝灰岩を選び出

した古代人の感性に当時の葬送観が見える。

前方後円墳の玄室奥壁前に置かれた木棺（推定）の障壁樹に相応しい石材とした古代風の拘わり

が伝わって残る。
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矧憫㊧静激動捌

池田栄史摘犯「石屋形の成立とその系譜邦森鰯次郎博士古稀記念古文化論集　森貞次郎博士古

稀記念論文集刊行会

海遵博史e渡遵淳子はか翻鵬　善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴　埋蔵文化財発掘調査報告書剛

菊塚古墳の三井遺跡　善通寺市教育委員会

蔵冨士寛相野「石屋形考幽学丸橋招式石棺の蹴硯とその意義つ先史学も考古学論究摘熊本

太学文学部考古学研究室創立茹周年記念論文集龍田考古会
、

陰と九州』「古代の是淳二雲を考える姻　出雲考古学研究会

斉藤　実はか摘氾　香川県地質図　番用太学の内場地下工業株式会社

豊　邁秋の青木正博摘粥　鉱物の岩石　保育社

甑撮離郷課轍描馳血孤前川は御感壷沌Ⅷ相関粛誠広触疇Am恥Ⅲ

→酢∵
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窮頂節　調査の経緯藍経過

樽池酋手山頂墳3号は、太麻山から北西に派生する尾根上に立地する。周囲は「伏見奥古墳群」

と称し鴻　かつては横穴式石室を主体部に　誓、規模を閏壇が群集している状態であったが淘　開墾

等で現在はその殆どが消滅している。近年隣接する尾根で開発行為が進んで折ることから淘現存

している古墳の把握が必要であると考え淘　本年度調査を実施した。

調査期間は、平成膵年2月摘目～同年3月摘目にかけて行われた。今年度は主体部石室の発

掘調査と古墳周辺の墳丘測量を中心に行りた。現地調査は海商教育委員会担当者を調査員として淘

奈良太学考古学研究室学生および四国学院太学考古学研究部学生が参加した（個別氏名は例言に

記した）。発掘調査では古墳終末期における無機の横穴式石室を検出した。遺物は須恵器∵捌離凱

銑釘淘　人骨　体が出土している。

なお、調査が年度末に実施され来年度は引き続き前庭部の調査を実施する予定であることから淘

詳しい報告は来年度の調査成果とあわせて行　こととする。

第44図　調査区位置図（1：5，000）
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監童聾参考窯献溺

安藤選良編摘開　古瓦百選讃岐の古瓦　美巧社

安藤覚窺摘酢　歴史時機ゆ古瓦購香川県史第臓巻資料編考古　香川県

井上和風謝鵬　古代土器製作技法考再説…近畿飽け方の瓦器椀の土師苦杯類と嵐底嚢…描覚佗財

論叢…奈良文化財研究所創立渕周年記念論文集…　Ⅲ

海遵博史謝鵬　善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴　埋蔵文佗財発掘調査報告書7　闘桑場遺

跡の四囲学院先学構内遺跡の菊塚古墳　善通寺商教育委員会

海遵博史の渡遵淳子はか測鵬鼠『善通寺市内遺跡発掘調査事業に梓　埋蔵文佗財発掘調査報告書

＄』菊塚古墳の三井遺跡　善通寺市教育委員会

海遵博史の渡遵淳子はか測鵬b　四国学院太学構内遺跡発掘調査報告書　善通寺御髪蔵文化財

発掘調査団の善通寺商散骨委員会

海遵博史の渡連淳子はか翻掴　善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴　埋蔵文機財発掘調査報告書削

菊塚古墳の善通寺苗旧境内ゆ善通寺随所跡の旧連桑場遺跡　善通寺商教育委員会

香川県教育委員会謝鵬　香川県中世城鮨跡詳細分布調査報告』

香川県教育委員会捌鵬　香川県の近代機遺産…香川県近代佗遺産建造物等総督調査報告書…』

酬同孝浩臓犯紺津元結木追跡中瀬川太東用改修工事に伴　埋蔵文化財発掘調査報告書　香

川県教育委員会

射孝浩謝鵬　原間遺跡‡関田横断自動車道建設に酵　埋蔵文佗財発掘調査報告第罰冊　香川

県教育委員会の財団法鬼香川県埋蔵文柁財調査センター

川畑聴摘粥　讃岐の古瓦展』高校薄歴史資料館

樹木健番組鱒3　生野本町遺跡発掘調査報告書　香川県教暫委員会

笹川龍…血相鵬　五条遺跡発掘調査報告書　善通寺市教育委員会

笹川龍wHM潤翫　彼♂宗遺跡弘田紺河川改修工事に梓　埋蔵文化財発掘調査報告　善通寺商教育

委員会

笹川龍……潤鍼　軌道遺跡発掘調査報告書旧練兵場遺跡軌道　地区　善通寺市教育委員会

笹川龍一相槌　鬼頭禰遺跡発掘調査報薔普』鬼頭神遺跡発掘調査団の善通寺市教育委員会

笹川龍W…m潤鍋鼠　稲木遺跡県道商自粛善通寺線樫薮踏切除却工事に梓　埋蔵文化財発掘調査報告

書　稲本遺跡発掘調査団

鰐川龍「溺戦地粁沖村廃寺』善通寺商教育委員会

笹川龍一臓酎臓信遺跡県営畑地管総督整備事業善通寺西部地区碑殿農道建設に樽　埋蔵文化

財発掘調査報告書　周信遺跡発掘調査団

笹川龍mmwm潤懲　史跡有閑古墳群ほ墓山古墳保存整備事業報告書　善通寺商教育委員会

笹川龍一臓鰯還　御館神社古墳発掘調査報割善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴　埋蔵文機財発掘

調査報告書鼠　善通寺帝教育委員会

笹川龍…mm血相鰯b　史跡有岡古墳群宮が尾古墳調査報割史跡有岡古墳群宮が尾古墳保存整備

事業に伴う発掘調査報告書　善通寺商教育委員会

笹川寵∴懲据淑『永井遺戯磯滅相摘摘鋸翳劉都市計画道路太適線改良王事に伴　埋蔵文化財発掘調

査報告書　善通寺市埋蔵文柁財発掘調査団

笹川龍一臓狙　青龍古墳発掘調査報告書善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴　埋蔵文化財発掘調

査報告書2　善通寺市教育委員会

笹川龍一臓妬　丸頭禰遺跡の宮が尾古墳隣接地調査報告書善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴う

埋蔵濃佗財発掘調査報告書　　善通寺市教育委員会

笹川龍か…止の杉山　洋摘粥　香色山…頂遺跡群発掘調査報告書善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴

埋蔵文楼財発掘調査報告書4　善通寺市教育委員会
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笹川龍一一ルーはか且鱒7『史跡有岡古墳群（宮が尾古墳）保存整備事業報薔書』善通寺市教育委員会

笹川龍一…㍊摘鱒　山南遺跡の彼プ宗遺跡発掘調査報告書善通寺市内遺跡発掘調査事業に酵　埋蔵

文佗財発掘調査報告書　善通寺市教育委員会

笹川龍…－止測酎　鉢供血北東鷺遺跡群の菊塚古墳発掘調査報告書善通寺市内遺跡発掘調査事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書6　善通寺市教育委員会

佐藤竃馬渕鵬　生野商m遺跡　香川県教育委員会

新編香川叢書刊行企画委員会摘鵬　新編香川叢書』考古篇　香川県教育委員会
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報告書　善通寺市の（財）元輿寺文化財研究所

角南聡一郎謝鵬　讃岐近世～近代の砂糖竃踊民具集積　四国民具研究会

善通寺市摘閻『善通寺市史∵第一巻』

田辺昭三相飢　須恵器太成　角川書店

中世土器研究会編摘妬　概説中世の土器の陶磁器　東陽社

辻　美紀摘鱒　古墳時代中の後期の土師器に関する一考察」『固家形成期の考古学…太阪太学考

古学研究室摘周年記念論集…　東陽社

寺沢　菜摘鋪　論考　畿内古式土師器の編年と二㍉三ノ牒部義」『矢部遺跡』奈良県檀原考古学研

究所

豊島蔽博謝㈱「枕を用いる葬送儀礼の展開誹古代吉備第盈集　古代吉備研究会

商　弘海相関　西日本の土師器邦世界陶磁全集摘日本古代　小学館

西岡達哉編摘鍋　稲木遺跡　四国横断自動車道路建設に伴　埋蔵文化財発掘調査報告第6冊　香

川県教育委員会

西岡達哉編摘鮎　龍用四条遺跡　四国横断自動車道建設に伴　埋蔵文化財発掘調査報告第蟻冊

香川県教育委員会も財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

西岡達哉編相野　旧練兵場遺跡　国立善通寺病院看護学校建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

第五冊　香川県教育委員会の財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

西岡達哉編摘粥　旧練兵場遺跡　国立善通寺病院看護学校建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

第2冊　香川県教育委員会0財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

壊滅常雄摘狙『金蔵寺下痢遺跡の酋碑殿遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告第摘冊　香川県教育委員会0財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

藤井直正鼠983「讃岐固古代寺院の研究」『藤澤一夫先生古希記念論集　古文化論叢』

松本岩雄摘鱒『上塩冶築山古墳の研究』島根県古代文化センター

松本和彦0宮崎哲治割のの　雄山古墳群県道高松王越坂出線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告　香川県教育委員会の財団浅見香川県埋蔵文化財調査センター

松本豊胤の森本義臣の東原輝明摘鵬　王墓山古墳調査概報　善通寺市教育委員会

松本敬三摘酢　県道商白方善通寺線改良王事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書昭和鋸年度　善

通寺市の香川県教育委員会

真鍋昌宏はか相野『中村遺跡の乾遺跡の上一坊遺跡』四国横断自動車道路建設に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告第温冊　香川県教育委員会

真鍋昌宏の渡部明夫摘酢　失ノ壕遺跡四国横断自動車道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査実績

報告書第3冊　香川県教育委員会

真鍋昌宏謝鵬　山南遺跡』県営住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会き財

団法尤香川県埋蔵文化財調査センタ一

束　格也謝鵬　北原2号壇の北原遺跡県道観音寺善通寺線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘
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調査報告　香川県教育委員会の財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

森下英治摘粥　旧練兵場遺跡Ⅲ平成7年度国立善通寺病院内発掘調査報告　香川県教育委員会

森下英治都机「善通寺市旧練兵場遺跡における弥生土器の編年と地域性の検討仕）」『研究紀要』

Ⅸ　財団法鬼香川県埋蔵文化財調査センター

安田和文の笹川龍一摘錮『仲村廃寺発掘調査報割闘束桑場遺跡内　善通寺商教育委員会

朱原高幸相関　善通寺市の古代文化　善通寺市

渡部明夫摘鮒　永井遺跡四国横断自動車道路建設に伴　埋蔵文化財発掘調査業績報告書第9冊

香川県教育委員会
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善通寺旧境内（1次・第1トレンチ）図版1

2．トレンチ周辺

（北半・北から）

3．全景
（北から）
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図版2　善通寺旧境内（1次・第2トレンチ）
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1．遠景（北から）

2．南壁断面（北から）

3．西壁断面（東から）



善通寺旧境内（2次・第1トレンチ）図版3
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図版4　善通寺旧境内（2次・第2トレンチ）

2．全景（南から）
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善通寺旧境内（2次・第3トレンチ）図版5

3．重機掘削状況
I A　一　′感　ノ丹

7‘Lィ
、　fトトト、

ノ、∴lt

4．東壁断面（西から）
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図版6　善通寺陣所跡

1．全景（西から）
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2．全景（北から）
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善通寺陣所跡　図版7

2．調査区西部
（完掘状況・北から）





四国学院大学構内遺跡　図版9
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3．第3トレンチ（南から）



図版10　菊塚古墳
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2．後円部全景
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3．後円部全景
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1．第1
トレンチ全景

（北から）
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菊塚古墳（第1・2トレンチ）図版11
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3．第1トレンチ西壁（北部・東から）
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図版12　菊塚古墳（第3トレンチ）

4．砂糖竃遠景（東から）
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3．砂糖竃断面
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菊塚古墳（第3トレンチ）図版13
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菊塚古墳（第4トレンチ・遺物）図版15

4．第3トレンチ出土遺物（番号は第22図に対応）
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図版16　菊塚古墳　主体部出土遺物
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1．須恵器　施

2．須恵器　台付壷・蜜

3．須恵器　横瓶

菊塚古墳　主体部出土遺物　図版17
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図版18　菊塚古墳　主体部出土遺物

1．耳鍔　集合
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